
　
公
共
下
水
道
へ
接
続
で
き
る
区

域
に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ
接
続
を

さ
れ
て
い
な
い
皆
さ
ん
は
、
積
極

的
に
早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
の
お
問
い
合
わ
せ
の

中
で
、
多
か
っ
た
も
の
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

下
水
道
へ
の
接
続
は
必
ず
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
？

　
法
律
に
よ
り
、
下
水
道
が
使
え

る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
で
は
、
速

や
か
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

①
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
場
合

や
、
生
活
排
水
を
側
溝
な
ど
の

水
路
に
流
し
て
い
る
場
合
→
遅

滞
な
く

②
く
み
取
り
便
所
→
３
年
以
内

助
成
金
制
度
・
利
子
補
給
金
制
度

　
右
記
①
②
の
場
合
で
、
供
用
開

始
か
ら
３
年
以
内
に
下
水
道
に
接

続
す
る
方
に
対
し
て
助
成
金
制
度

お
よ
び
利
子
補
給
金
制
度
を
設
け

て
お
り
ま
す
。（
新
築
は
除
く
）　

　
下
水
道
接
続
工
事
は
事
前
の
申

請
が
必
要
で
す
。
阿
南
市
排
水
設

備
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
助
成
金
制
度
等
を
ご
利
用

の
際
は
、
接
続
工
事
の
申
請
と
同

時
に
申
請
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

接
続
す
る
と
、
下
水
道
使
用

料
が
か
か
る
の
？

　
一
般
の
下
水
道
使
用
料
は
、
水

道
の
使
用
水
量
に
応
じ
て
負
担
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
毎
月
水
道

料
金
と
一
緒
に
請
求
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
一
般
の
ご
家
庭
で
１
カ
月
に
20

㎥
使
用
し
た
場
合
、
下
水
道
使
用

料
は
３
０
４
５
円
（
税
込
）
に
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
下
水
道
課
（
☎

22
‐
１
７
９
６
）
へ

　
市
の
排
水
設
備
指
定
工
事
店
と

し
て
指
定
を
受
け
る
に
は
、
㈶
徳

島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
が
実
施

す
る
試
験
に
合
格
し
、「
下
水
道

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
証
」

を
発
行
さ
れ
た
者
が
専
属
し
て
い

る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

日
時
　
11
月
15
日
㈭
　
午
後
１
時

40
分
～
３
時
40
分

場
所
　
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
２
階

第
４
・
第
５
会
議
室

申
込
期
間
　
９
月
３
日
㈪
～
28
日

㈮申
込
書
配
布
場
所

･
下
水
道
課
（
第
１
仮
庁
舎
分
室

１
階
）

･
阿
南
市
指
定
上
下
水
道
工
事
店

協
同
組
合
（
横
見
町
）

･
㈶
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

･
南
部
総
合
県
民
局
県
土
整
備
部

（
阿
南
庁
舎
）
ほ
か

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
０
‒
０
９
３
９
　
徳
島
市

か
ち
ど
き
橋
１
丁
目
41
番
　
㈶
徳

島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

８
８
‐
６
２
５
‐
３
９
９
１
）
へ

平
成
24
年
度
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

9月10日は
「下水道の日」

工事は、排水設備指
定工事店にご依頼く
ださい。指定工事店
は、市のホームペー
ジや下水道課で確認
することができます。

男
女
共
同
参
画
週
間

　
９
月
３
日
㈪
～
９
日
㈰
は
、
阿

南
市
の
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
。

　
職
場
や
学
校
、
地
域
、
家
庭
な

ど
で
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
」
に
向
け
て
の

取
組
が
必
要
で
す
。
男
女
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
協
力
関
係
）
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
男
女
共
同
参
画
室
分
室
（
市
民

会
館
２
階
）
で
は
、
男
女
共
同
参

画
週
間
に
併
せ
て
阿
南
市
女
性
協

議
会
の
活
動
や
分
室
活
動
の
パ
ネ

ル
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
男
女
共
同
参
画

室
（
☎
22
‐
７
４
０
１
）
へ

人
権
教
育
・
啓
発
研
究
講
座

（
秋
期
講
座
）
受
講
生
募
集

日
程

▼
10
月
４
日
㈭
・
11
日
㈭
（
午
後

２
時
～
４
時
）

「
同
和
問
題
に
つ
い
て
」
歯
朶
山

加
代
さ
ん
（
阿
南
市
人
権
教
育
・

啓
発
講
師
団
講
師
）

▼
10
月
18
日
㈭
（
午
後
２
時
～
３

時
30
分
）

「
外
国
人
の
人
権
」
林 

啓
介
さ
ん

（
徳
島
ブ
ラ
ジ
ル
友
好
協
会
会
長
）

▼
10
月
25
日
㈭
（
午
後
２
時
～
３

時
30
分
）

「
在
日
外
国
人
か
ら
見
た
徳
島
で

の
生
活
」
財
団
法
人
徳
島
県
国
際

交
流
協
会
派
遣
外
国
人
講
師
の
方

場
所
　
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階

研
修
室

応
募
資
格
　
市
内
に
在
住
お
よ
び

勤
務
さ
れ
て
い
る
方
で
、
継
続
し

て
受
講
で
き
る
方
（
テ
ー
マ
ご
と

の
受
講
も
可
）

募
集
人
数
　
各
40
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
９
月
21
日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
　
人
権
・

男
女
参
画
課（
☎
22
‐
３
０
９
４
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
22
‐
４
７
８
５
）
へ

消
費
者
啓
発
講
演
会

日
時
　
９
月
28
日
㈮
　
午
後
１
時

30
分
～
３
時

場
所
　
市
役
所
３
階
　
委
員
会
室

演
題
　「
最
近
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
」

講
師
　
阿
南
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

所
長
代
理
　
是
松
　
司

※
入
場
は
無
料
で
す
。
駐
車
場
が

少
な
い
た
め
、
乗
り
合
わ
せ
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
市
民
生
活
課

（
☎
22
‐
１
１
１
６
）
へ

美　
し
い
あ
な
ん
を
求
め
て 

～
下
水
道
～

連
載
⑳

下
水
道
へ
の
接
続
の
お
願
い

第
75
号
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平成23年度　富岡町の
下水道接続状況（累計）
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H23年度の接続率は
約47％でした。



市
有
の
土
地
を
一
般
競
争
入
札

に
よ
り
売
却
し
ま
す

入
札
日
時
　
９
月
28
日
㈮
　
午
前

10
時

入
札
場
所
　
市
役
所
２
階
　
第
５

会
議
室

売
却
土
地
　

【
所
在
地
】
阿
南
市
上
中
町
南
島

７
５
８
番
３

【
地
目
】
宅
地

【
地
積
】
84
・
49
㎡

※
売
却
土
地
は
、
市
街
化
調
整
区

域
内
に
あ
る
た
め
、
原
則
と
し
て

建
物
を
建
築
で
き
ま
せ
ん
。

※
入
札
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
管
財
課
（
☎
22

‐
３
８
０
４
）
へ

警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

＃
９
１
１
０

　
警
察
で
は
、
県
民
の
被
害
の
未

然
防
止
に
関
す
る
相
談
や
そ
の
他

県
民
の
安
全
と
平
穏
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
警
察
へ
の

相
談
は
、
警
察
本
部
内
の
警
察
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
阿
南

警
察
署
の
警
察
安
全
相
談
係
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
警
察
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
　

＃
９
１
１
０
ま
た
は

☎
０
８
８
‐
６
５
３
‐
９
１
１
０

※
事
件
・
事
故
等
の
緊
急
時
の
通

報
は
「
１
１
０
番
」
を
ダ
イ
ヤ
ル

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
阿
南
警
察
署

（
☎
22
‐
０
１
１
０
）
へ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

短
期
講
座
受
講
生
募
集

カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー

　
好
き
な
色
で
自
分
を
知
ろ
う
‼

日
時
　
９
月
10
日
㈪
、
24
日
㈪
、

10
月
15
日
㈪
、
29
日
㈪
の
４
回
　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

定
員
　
20
人

受
講
料
　
テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円

講
師
　
山
富
秀
世
さ
ん

申
込
締
切
日
　
９
月
３
日
㈪

英
会
話

日
時
　
９
月
６
日
㈭
～
３
カ
月
間

毎
木
曜
日
　
午
後
７
時
45
分
～
８

時
45
分

定
員
　
10
～
15
人

受
講
料
　
１
０
０
０
円

講
師
　
マ
リ
・
ル
ー
タ
ー
さ
ん

申
込
締
切
日
　
９
月
４
日
㈫

※
初
級
ク
ラ
ス
の
方
も
受
講
可
。

【
共
通
事
項
】

場
所
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象
者
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
職

場
を
有
す
る
35
歳
ま
で
の
勤
労
青

少
年
（
学
生
を
除
く
）

※
当
ホ
ー
ム
未
登
録
者
は
、
入
会

費
１
０
０
０
円
が
必
要
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
42
‐

４
５
７
２
）
へ
（
受
付
時
間
　
土
・

日
・
祝
を
除
く
午
後
１
時
～
９
時
）

　

救
急
車
の
適
正
利
用
の

お
願
い

　
救
急
出
動
件
数
が
10
年
前
に
比

べ
て
43
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
救
急
搬
送
患
者
の
う
ち
軽
症

が
45
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院

に
行
け
る
」、「
ど
こ
の
病
院
に
行

け
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
場

合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
救
急
車
以
外
に
搬
送
の
手
段
が

な
く
、
緊
急
に
医
療
機
関
等
に
搬

送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

は
、
迷
わ
ず
に
救
急
車
を
要
請
し

て
く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
火
災
・
救
急
病

院
案
内
（
☎
22
‐
９
９
９
９
）

ま
た
は
消
防
本
部
（
☎
22
‐

１
１
２
０
）
へ
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QA

年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
ま
す
が
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い

か
心
配
で
す
。
な
に
か
良
い
方

法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
に
つ
い
て
、
口
座

振
替
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
毎
月
自
動
的
に
引
き
落

と
し
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
納

期
限
を
気
に
す
る
必
要
が
な
く
、

納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
方
法
は
、
口
座

振
替
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
（
口
座
届
出
印
）
し
、

金
融
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。 

　

ま
た
、
残
高
不
足
で
引
き
落

と
し
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、

翌
月
分
の
引
き
落
と
し
の
際
に
、

再
振
替
（
翌
月
分
と
一
緒
に
２

カ
月
分
を
引
き
落
と
し
）
し
ま

す
。
再
振
替
が
で
き
な
か
っ
た

と
き
は
、
納
付
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
金
融
機
関
な
ど
の

窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22 

― 

１
１
１
８
）
へ

A Q

　阿南市史最終巻となる市
史第５巻「自然環境編・民
俗編」を９月末に発刊しま
す。購入を希望される方は、
お申し込みください。
購入方法
　公民館、図書館、市史編
さん室、教育研究所、市役
所ロビーに備え付けの申し
込みハガキにてお申し込み
ください。

【限定出版】1,100冊
【頒布価格】4,000円（送料別）

申込締切日 ９月29日㈯

問い合わせは　市史編さん室（阿南図書館３階）（☎22‐1573）へ

『阿南市史第５巻（自然環境編・民俗編）』
A5判・上質布クロス装・箱入、約1,000頁
目次
第７編　自然環境
　第１章　阿南市の地質　第２章　阿南市の気象
　第３章　阿南市の植物　第４章　阿南市の動物
第８編　民俗
　第１章　衣・食・住
　第２章　町のくらし・農村のくらし
　　　　　山村のくらし・漁村のくらし
　　　　　島のくらし
　第３章　人の一生と人生儀礼
　第４章　社会生活　第５章　信仰
　第６章　伝承文化　第７章　子どもの世界

『阿南市史第５巻（自然環境編・民俗編）』
を発刊します



〈No.25〉

　
市
で
は
、
市
自
ら
が
事
業
者
と

し
て
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推

進
や
、
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
阿
南

市
環
境
保
全
率
先
行
動
計
画
」
を

策
定
し
、
平
成
19
年
度
か
ら
平
成

23
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
第
２
次

阿
南
市
環
境
保
全
率
先
行
動
期
間

と
し
て
、
事
務
・
事
業
に
伴
う
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
最
終
年
度
で
あ
る
平
成
23
年
度

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
環
境
保
全
課

（
☎
22
‐
３
４
１
３
）
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第２次阿南市環境保全率先行動計画に
伴う、温室効果ガス排出量について
≪平成23年度の温室効果ガスの排出量≫

施　設　名 温室効果ガス排出量
（kg-CO2）　

本 庁 舎 560,854

本 庁 出 先 170,688

環 境 管 理 部 4,962,380

学 校 等 2,444,330

福 祉 施 設 等 321,616

文 化 施 設 等 1,650,981

水 道 部 2,108,015

そ の 他 849,989

消 防 本 部 222,670

計 13,291,523

本庁舎　４%
本庁出先　１%

福祉施設等　２%

文化施設等
12%

水道部
16%

その他　６%

消防本部　２%

環境管理部
37%

学校等
18%

人と人との出会いくらいドラマティックで
ミステリアスなものはありません。
この星に生まれ、この国で、この時代に、
そしてこの阿南で出会えるということを
“ 奇跡 ”と呼べないでしょうか？
たった一度の人生において、
あなたに巡り会えた奇跡。
阿南 de 愛隊では、そんな “ 奇跡 ” の出会いを
お届けできたらと願っております。

さあ、新しい出会いの場所へ、
みなさん参加してみませんか。

日　　時　10月14日㈰　
　　　　　18：00 ～ 21：00
　　　　　（受付17：00 ～）

場　　所　阿南ロイヤルガーデンホテル
　　　　　（富岡町あ王谷52-2）

対　　象　20歳以上の独身男女
　　　　　（男性100人・女性100人）

参 加 費　男性4,000円　女性3,000円
　　　　　（当日集金）

　　　　　料理・飲み物付（アルコールあり）

募集期間　９月５日㈬～28日㈮
　　　　　（定員になり次第締切り）

申込方法　電話またはメールで
　　　　　お申し込みください。

AKB 阿南で恋してブライダル
〜 First season 〜

恋活パーティー参加者募集

こい　かつ

申込み・問い合わせは
阿南de愛隊事務局（ふるさと振興課内）　☎22‒7404　e-mail  konkatsu@city.anan.tokushima.jp へ
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小学４年生～６年生の
乳幼児等医療費
受給者証が変わります
　10 月１日から、徳島県の子ど
もの医療費の助成対象年齢が小
学６年生まで拡大することに伴
い、小学４年生～６年生までの乳幼児等医療費受給者証
が、「藤色」から「ピンク色」に変わります。新しい受
給者証は、９月末までにお送りしますので、10 月以降は
ピンク色の受給者証をお使いください。
問い合わせは　保険年金課（☎ 22－1118)へ

  調査対象地区　羽ノ浦町、吉井町、福井町
  基礎調査実施の案内
　徳島県では、９月中旬から来年の２月末までの間、上記の地区
の土砂災害が発生する恐れのある箇所の調査を行います。
　現地を調査する際に、徳島県が発行する身分証明書を携帯した
調査員が、皆様の土地に立ち入りをさせていただくことがありま
すので、ご協力ください。なお、調査結果については、後日、説
明会などでお知らせする予定です。
基礎調査とは？ 
　基礎調査とは、土砂災害防止法に基づき、土砂災害が発生する恐れがある箇所の地形、地質等を調査し、土
砂災害の恐れがある危険な区域を把握するためのものです。
　調査完了後、その区域について地元説明会や市長への意見聴取を行い「土砂災害警戒区域」や「土砂災害特
別警戒区域」として指定します。
問い合わせは　徳島県南部総合県民局（阿南）砂防担当（☎ 24－4253）
　　　　　　　徳島県県土整備部砂防防災課（☎ 088－621－2540）
　　　　　　　阿南市建設部土木課（☎ 22－1595）へ

土砂災害防止法に基づく基礎調査の実施

■展示コーナー　10：00 ～ 20：00
○ナカちゃん7回忌写真展
　4日㈫～ 17日㈷
　※初日と最終日は開催時間が異なります。
○ほのぼの手作り二人展
　19日㈬～ 30日㈰

■体験コーナー　   　
○ナカちゃんミニイベント開催
　9日㈰　13：00 ～ 15：00
　【参加費】なし　【定員】30人　
　【申込締切日】7日㈮
○活竹人形（女踊り大）づくり体験
　23日㈰　10：00 ～ 12：00
　【参加費】400円　【定員】30人　
　【申込締切日】21日㈮
○縁起の良い“さるぼぼ”と“ペット”の蓋で
　エコな針山をつくりましょう
　30日㈰　13：00 ～ 15：00
　【参加費】500円　【定員】10人　
　【申込締切日】28日㈮
　【持ってくる物】裁縫道具、ボンド　　

９月の催し

阿波踊り活竹人形作り、
星形あんどん作りを常時開催中‼

問い合わせは　
光のまちステーションプラザ

（☎ 24－3141）へ

９月の
日程

○映画「モンゴル野球青春記」撮影
　１日㈯ ～５日㈬　8：30 ～
○阿南高校新人交流戦　
　８日㈯・９日㈰　8：30 ～
○四国アイランドリーグプラス公式戦
　16日㈰　18：00 ～　徳島VS高知

問い合わせは　
野球のまち推進課（☎ 22－1297）へ

●阿南署管内平成24年７月
分合計

　カッコ内は１月からの累計

あぶない！
こんなに
事故が

交通事故
件 数 240件 （1,532）
死 者 0人 （1）
負 傷 者 32人 （209）

救  急
件 数 291件 （1,905）
搬 送 人員 279人 （1,822）

火  災
件 数 ３件 （16）
損 害 額 61千円（8,285千円）

のまちステーションプラザ 
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